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上記の研究会が昭和 48月 5月 31日-6月2日の3日間にわたって開催された｡世話
人は植村,御子柴,川路,佐久間,堀で,プログラムは下記の通 りであった｡
5月31日午前 (座長 :佐久間哲郎 )
1, IntroductoryTalk,東大理,植村泰忠
2.サーフオンとシリコン反転層の電子移動度,学習院大理,川路紳拍



















6月 2日午前 (座長 :戸谷富之 )
付加的なコメントを含む前日までの講演についての自由討論が行なわれた｡
始めての試みであったが,広範囲にわたる表面状態に関する問題点を出席者が相互に
認識し合うことができ,またそれぞれの分後の研究に対して多くの示唆を得ることが出
来て,上記の目的はほぼ達成されたと思われる｡
以下各セッションの内容の担当した座長によるまとめと,講演者自身によるそれぞれ
の話のまとめを記して,報告に代えたい｡
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